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平成 27 年 9 月 27 日 
笹原小学校区 アンケート報告会＆意見交換会 
参加者アンケート結果（回答数 51） 
 

問1. 本日の「アンケート報告会＆意見交換会」はいかがでしたか？ 

① よかった （24）        ② まあまあよかった （23）    ③ どちらでもない （2） 

④ ややよくなかった （0）    ⑤ よくなかった （0）         無記入 （2） 
    

■ アンケート結果報告会 

 わかりやすかった 

 集計、分析、説明がわかりやすかった。 

 分析内容の説明を増やすべきだった 

 アンケート報告会は冊子を見ればわかるのでもう少し簡略化して分析に時間をさいて欲しかった。 

■ 意見交換会 

 いろいろな意見が聞けた 

 いろいろな意見が聞けてよかったです。 

 色んな意見が聞けたのでよかった。 

 たくさんの意見が聞けてよかった。 

 たくさんの方の意見を聞くことができてよかった。 

 多くの人からの意見が参考になりよかった。 

 意見交換会は多くの方の意見を聞けてよかった。 

 様々な意見が聞けた。 

 色々な意見やお話が聞けてよかったです。 

 参加者が多くていろいろな意見がでてよかった。 

 地域住民の意見、考え方を知ることができた。 

 地域の方のいろいろな意見、思いを知れてよかったです。 

 いろいろな意見を聞かせていただき勉強になりました。 

 色々な意見があり、考えさせられた意見や同感を思う意見があった。 

 具体的な意見交換ができた 

 細かい話ができてよかった。 

 具体的な意見を聞くことができてよかったと思います。 

 住民意識の高さを感じられた 

 地域住民の意識の高さが感じられた。 

 みなさんが地域の活性化に真剣に取り組まれているかよくわかりました。 

 今回がはじめての参加です。地域をよくしようとされている方が多く参加され、いろいろなご意見

が聞けてよかったと思います。 

 地域ごと、自治会ごとの意見を聞くことができた 

 地域ごとの意見が聞けてよかった。 

 それぞれの自治会、個々がどのように考えているのかアンケートを通じて話し合えたことがよかっ

た。 

 様々な世代の意見を聞くことができた 

 様々な世代の地域の方からの意見、思いを聞く機会になりよかった。 

 いつも自治会長の意見を聞いていたが今回は同じ班に若い方も入っていたので若い方の意見が聞け

てよかった。 

 異世代の意見が聞けてよかった。 
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 協議会の意見が聞けた 

 地区のコミュニティ笹原協議会のみなさまの意見が聞けて、大変ありがとうございます。 

 活発だった 

 皆さんそれぞれ意見、考えの発言があり活発な会であったと思います。 

 地域のことがよくわかった、参考になった 

 地域のことがよくわかってよかった。 

 これまでに知らなかったことが勉強になりました。 

 転居してきて半年した経っていないので既に長く住まわれている方の意見を聞けてとても参考になっ

た。 

 日々共働きサラリーマン世帯ではなかなか地域に関わることができず知らないことが多かった。 

 伊丹市民としていろいろなことが理解できてよかった。 

 参考になる意見が多くあってよかった。 

 住民と事業所との考えの違いがわかった 

 地域住民の方が考えられる特色と事業所として考えていた点の相違点がわかりやすかった。 

 考えるきっかけになった 

 地域についてふだん考えないようなことを改めて考える場になりました。 

 もっといろいろな人の意見が聞きたい 

 もっといろいろな人の意見が聞きたい。 

 若い人の参加が少ないことが課題 

 やり方、進め方は最高の方法ではなかったと思う。若い人が少なく年寄りの意見が多かった。 

 残念なのは一般の方や若い方が少ないこと。 

 地域活性化に関する意見が少なかった 

 安定住居中心の話題が多く、地域の活性化に繋がる話が少なかった。 

 解決策が見えない 

 具体的な方策が見えてこない。 

 意見の集約が課題 

 たくさん意見が出たのはよいが、集約できない。 

 地域の課題、問題点がわかった 

 アンケート結果について情報共有出来たこと、問題点が浮きぼりなったことがよかった。 

 色々な問題点が浮きぼりになってよかった。 

 これからの活動、課題の把握をする機会となった。 

 今後、問題に取り組んで行く必要がある 

 いろいろな意見が聞けてよかった。これから問題をみなおしていけることを願っています。 

 運営に工夫が必要 

 全体としてはまあまあよかったが、会場が広すぎてみなさんの意見がほとんど聞き取れなかった。 

 司会の人は議事進行を上手にしてほしい。 

 感想、質問 

 いろいろな人々に会い楽しい時間を過ごすことができ、ありがとう。 

 各班とも同じような意見で問題点もあったがよかったと思う。 

 自治会長の本日の参加率は？ 

 
   
問2. 各グループでの意見交換や、発表を受けて気づいたこと、言い損ねたことがあればご記入ください。 
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■ 健康福祉 

 障がい者への見守りが課題 

 見守りのチラシには「障がい者」も入っていますが、まだまだ「障がい者」への見守りに対する理

解がこれからの課題と思いました。 

■ 地域環境・美化・緑化 

 農地との共存 

 都市部と農地との関係。消毒は公害か？ 

■ 防犯・防災・交通安全 

 安全、安心な生活環境がある 

 全般的に安心、安全な生活環境なのかな…。 

 暴走族が車塚公園にたまる 

 車塚公園で暴走族が公園内をバイクで走っていて悪質。 

 大規模災害時への備え 

 南海トラフ巨大地震のことについては関心がないみたい？ 

 避難場所の徹底。 

 自転車の運転マナーはおとなが悪い 

 自転車の運転マナーは子どもではなく大人が悪い。全体としては各グループ共に同様の意見が多かった。 

■ 地域の活性化・地域交流 

 若い人が興味を示す活動が少ない 

 「楽しい町」「活気ある町」への活動は何かないものか。若い人が興味を示す活動が少ないように思

う。 

■ 地域自治の強化・広報・財源・人材・組織 

 自治会の高齢化が課題 

 どこの自治会も高齢化が進んでいるのだなあと感じた。 

 自分の所属している自治会だけではなく、他の自治会も高齢化が問題なのだと再認識した。 

■ アンケートへの評価 

 住民の意見がよく把握できた 

 回答率 50％超はいい数値と思います。 

 はじめての住民アンケート実施で 5割の回収率であり、住民の声、意見が集約できていた。 

 今後は、より回収率を高めるよう工夫すべき 

 5,900 ものアンケートの回収の仕方を、19 自治会統一して徹底的にすればもっと回収率は伸びたと

思う。回収箱も尼崎信用金庫やスーパーに設置すればよかったと思う。 

■ その他感想、気づいたこと 
 知らない情報があることに気づいた。 

 地域活動等にもっと耳をかたむけていかないといけないと思いました。 

 30～60 代男性もがんばろう。 

お世話くださる方は大変だと思いますが、誰かが共助の精神で奉仕してくださることを希望しま

す。 
  

問3. 10月 18日（日）の「まちあるき」には参加しますか？ 

① 参加する予定 （23） ② 参加しない （13） ③ 未定・わからない （14） 無記入 （1） 
    

問4. 11月 18日（日）の「第2回意見交換会」には参加しますか？ 

① 参加する予定 （24） ② 参加しない （3） ③ 未定・わからない （22） 無記入 （2）  
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問5. その他、地域ビジョンづくりに向けて、ご意見があれば、ご記入ください。 

■ 地域ビジョンに関心がある 
 地域ビジョンがどうなるか興味がある。 

 今後の計画、10 年ビジョンをどんな形で意見集約して将来へのまちづくり構想へつなげていくのか見た

い。 

■ 健康福祉 

 高齢者への見守り活動の推進 

 1 人住まい、夫婦住まいの高齢化への対応策の推進。 

■ 地域環境・美化・緑化 

 誇れるまちにしたい 

 老若男女問わず住みやすく周囲の市町村に誇れる町にしていきたいです。 

 きれいなまちに 

 道路に花いっぱい、桜祭りなど、美しい街路道に。 

 もっと緑化して花などを植えてほしい。川や道にゴミを捨てないで、ゴミのないまちづくりへ。 

 マンションの高層化には、条例等でのルールが必要 

 意見に出ていましたがマンションの高層化に対して市の条例化への取組みは必要と思います。 

■ 子どもの健全育成 

 子どもが育つ上でよい環境をつくる責任がある 

 子どもが育つ上でよい環境と思えるようにつくる責任があると思います。 

■ 地域自治の強化・広報・財源・人材・組織 

 住民自治の目標は自治会活動の活性化で、世代間交流の促進が具体化策 

 住民自治とは何か？自治会活動の活性化に向けて、世代交流促進などを進めること。 

 各種団体間の連携が課題 

 （参加者は）各種団体に所属しておられると思いますが、その垣根を越えることができないでしょ

うか。 

 子どもたちのスポーツ活動に協力してくれている保護者の協力でまちを活性化する 

 子ども達のスポーツ（サッカーや野球）にコーチとして参加している若いお父さん達が多いです。

少しの声かけやタイミングで地域にも貢献してくれると思います。ぜひ若い力で活性化を。 

■ 進め方の課題、提案 

 統計情報等のデータにもとづいて検討する必要がある 

 参加者は関係者が多いので、みんな知っているだろうが、世帯数や高齢者率などの地域アセンスメ

ントデータがあればアンケートの内容がもう少しよくわかってくるように感じた。 

 課題を絞り込んだ議論とコンセプト決定、活動の具体化が今後の課題 

 今後は課題をしぼり込んで議論する事が必要。コンセプトを決定。 

 今日話しあった内容のいくつかでも進めることができればいいと思います。 

 子どもを育ててきた街です。次は自分自身がよい老後をすごせるように人任せにせず、意見をたく

さん出していきたいです。 

 大きなコミュニティの活性化はまず小さなコミュニティから。 

 若年層、無関心層の参加が課題 

 若い世代の声をもっと聞いてほしい。 

 今日の出席者に 20～30 代の方がほとんどおられなかったので、不参加層、無関心層にどのように

参加してもらうか考えないといけないと思う。 

 次の意見交換会には 20代、30代の方をつれてくるように各自治会によびかけてはどうか。 
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 学校や幼稚園と連携して若年層の意見を把握する 

 20 代の方の意見は校区の幼稚園の保護者からきけると思います。幼稚園、小学校、中学校と地域が

連携していくことが地域の活性化につながると思います。 

 市会議員にも呼びかけ、参加してもらうべき 

 市会議員への今回の案内、通知はしたのか。議員がこういう機会に参加し、住民の声を聞いて市政に生

かすべき。 

 
  


